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　本研究は2017年度に実施した骨密度測定会に参加者した京都市在住の50歳以上354名、平均年齢73.4±6.1を対象とし

た事業成果１）を本年度新たに౷ܭ解ੳし、京都市社会福祉協議会に報告したものである。なお、対象者の背ܠ、測定方法、

アンケート調査の詳細は、昨年度の活動報告１）に記ࡌの通りである。本研究は本学のྟচ研究ྙ理৹査ҕ員会の承ೝを得

ている。

【౷計ղੳ】

　IBM�4P44�stBtistics24を用いて行った。

【結果】

　表１にࣔすように骨密度のධՁ２）結果は、全対象者の64％が骨粗鬆症リスクありに֘当するYAM70％ະ満であった。昨

年の活動報告書１）に、女性でのYAM70％ະ満・YAM70％以上での２܈制のൺֱݕ౼の結果をࣔしたが、さらに、性・年

ผに測定平均をࢉ出して、男女ผに表１にࣔすように年齢３܈間でൺֱした。その結果、女性では加齢とともに％

YAMの有意な低下、身長低下量の有意な૿加、存ࣃ数・骨格筋率・Ѳ力の有意な減少が見られ、男性では、加齢ととも

に存ࣃ数・骨格筋率・Ѳ力の有意な減少が見られた。

表１　性・年ผ３܈間の測定結果

男性（n�42） 女性（n�305）

69歳以下
（7名）

70～79歳
（23名）

80歳以上
（12名） ̿ 69歳以下

（84名）
70～79歳
（184名）

80歳以上
（37名） ̿

骨密度（％YAM） 74.0±9.7 74.4±15.3 76.3±11.4 0.915 68.4±9.7 65.4±9.0 64.1±9.2 0.018

身長低下量（cm） －0.7±1.1 －1.9±3.0 －2.5±1.7 0.322 －1.4±1.5 －2.7±2.2 －4.6±2.7 �0.001

数（本）ࣃ存 24.4±7.0 20.2±7.1 10.9±9.3 0.001 20.2±8.8 19.0±9.1 13.9±10.5 0.003

体脂肪率（％） 22.4±4.7 25.6±4.2 26.2±3.7 0.151 32.5±4.3 34.5±3.8 35.2±4.8 0.003

骨格筋率（％） 30.1±2.0 27.5±1.7 26.0±1.6 �0.001 23.3±1.7 22.1±1.7 21.0±2.1 �0.001

BMI（kg/cm2） 22.5±3.7 23.0±2.5 21.7±2.3 0.405 22.1±2.9 22.4±2.7 22.6±3.5 0.685

Ѳ力（kg） 32.3±2.5 31.3±4.4 27.8±3.9 0.028 22.4±3.7 20.6±3.7 18.1±3.1 �0.001

ਪ定CB摂取量（mg） 580±288 620±192 648±172 0.801 576±204 656±196 644±180 0.097

食多様性得（） 5.0±3.1 3.64±2.3 5.27±2.7 0.184 4.4±2.3 5.1±2.5 5.1±2.3 0.013

　骨粗鬆症の予防と࣏療Ψイドライン2015年൛２）では、やせでの骨折リスクが高いためదਖ਼体重の維持とやせの防止がਪ

されている。本事業参加者の平均BMIは22.4±2.9で性ผによる差はແかったが、図１にࣔすように、男性29％、女性

35％がやせであった。そこで対象者をやせ・目ඪBMI・ං満の３３܈）に分けて骨量のධՁ結果をൺֱした。その結果、図

２にࣔすように、やせ܈は他の２܈とൺֱして、％YAMが有意に低かった。また図３にࣔすように、やせ܈の80％が

YAM70％ະ満で、他の܈と有意な差がೝめられた。表２にࣔす５項目についてBMI３܈間でൺֱしたところ、Ѳ力はやせ

学的な差はೝܭとൺֱして有意に高かった。また、౷܈で有意に低かったものの、ਪ定カルシウム摂取量と骨格筋率は他܈

められなかったが食多様性の得もやせ܈で高い向が見られた。

　運動のස度・時間や食事として１日あたりの主菜摂取量について、BMI܈間で分ੳした結果、有意差はೝめられなかった。

食多様性の調査ථ記ࡌの11項目４）とカルシウム自ݾチェック表記ࡌの９項目５）についての解ੳ結果から、１日の食事回数

ಈ׆ڀݚ
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とࠄ類、౾類・౾品、種実、骨ごと食べる魚、খ魚で有意差がೝめられ、やせよりもං満者に問題が多かった（図４～８）。

また、野菜・きのこの摂取ස度でも、有意差はແいものの同様の向がೝめられた。
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表２　BMIผ�体組成３項目と食事２項目のൺֱ

やせ 目ඪBMI ං満 p

体脂肪率（％） 30.1±4.8 33.5±4.4 36.8±4.2 �0.001

骨格筋率（％） 23.5±2.7 22.8±2.5 22.1±2.5 0.002

Ѳ力（kg） 21.2±4.6 22.0±4.9 23.2±5.6 0.042

ਪ定CB摂取量（mg）672±212 620±188 588±192 0.017

食多様性得（） 5.1±2.5 4.9±2.5 4.3±2.3 0.131
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【まͱΊ・ߟ】

　BMI�3܈ผの౷ܭ解ੳから、やせ܈ではਪ定カルシウム摂取量や骨ごと食べる魚やখ魚の摂取ස度が高い向があるにも

関わらず、YAM70％ະ満が目ඪBMI܈の1.4ഒ、ං満܈の1.5ഒ存在することから、やせ܈へのద切なサポートが重要であ

ることが明らかになった。またං満܈では、ܽ食やࠄ類を毎食食べない者が他の܈より多く、食多様性の得も低い向が

見られたため、骨の健康に関する栄養だけでなく、食生活全体でのサポートの必要性がࣔࠦされた。今後は、本事業への参

加ྺ、食に関する教育ྺ、ストレス、ਭ時間などを解ੳすることにより、やせ܈やං満܈における課題をより明֬化し、

ద切なࢧ援を行いたい。

　本対象者は、本事業に興味をもち、自ら福祉センターへෝき参加できている集ஂで、高齢者の中でも身体活動度が高く、

かつ骨の健康に対する意識が高い集ஂとਪ測できる。中には本事業に数年間参加の方もおられ、骨密度が低いと指ఠされた

ために、より望ましい食生活に近ͮける力をされている方やए年時から％YAMが低かった方もおられる。今後は、栄養

クリニックとして有用な情報提ڙができているのか、また、それが生活の中で実践され、健康管理に生かされているかを֬

ೝするなどして、有意義な取り組みとなるよう事業ܭըを進めていきたい。

【จ献】◉

１）京都女子大学栄養クリニック活動報告書　第10号2017年൛、̿32、54�55.

２）日本骨粗鬆症学会：骨粗鬆症の予防と࣏療Ψイドライン2015年൛.

３）日本人の食事摂取基準（2015年൛）、p54.

４）KimurB�Y��et�Bl.：+�Am�(eriBtr�4oc.�2009年�vol.57�p922�924.

５）ੴҪら：Osteoporo�+pn�2005年、vol.13、p�497�502.

� （℄本美༝ل・木戸詔子）
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